
市政　窓の

檀
林
と
災
害

飯
高
を
歩
く

　

９
月
、
10
月
と
台
風
被
害

が
続
き
ま
し
た
。
江
戸
時
代

に
日
蓮
宗
の
学
問
所
だ
っ
た

飯
高
檀
林
（
飯
高
寺
）
に
も

台
風
被
害
の
記
録
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

１
７
５
年
前
の
飯
高
村
の

家
数
は
１
１
５
軒
で
、
村
内

は
三
つ
に
分
け
ら
れ
て
支
配

さ
れ
、
う
ち
飯
高
寺
領
は
30

軒
で
し
た
。
同
寺
に
は
幕

府
か
ら
30
石こ

く
（
約
３
ヘ
ク
タ

ー
ル
）
の
土
地
が
与
え
ら
れ
、

領
内
の
農
民
は
こ
れ
ら
を
耕

作
し
寺
に
年
貢
を
納
め
て
い

ま
し
た
。

　

当
時
の
檀
林
境
内
の
杉
林

の
中
に
は
学
徒
の
寄
宿
舎
が

建
ち
並
び
、
領
民
も
境
内
周

辺
に
住
家
を
構
え
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
、
飯
高
寺

周
辺
の
台
風
被
害
は
天
明
３

（
１
７
８
３
）
年
８
月
に
あ

り
ま
し
た
。

　

16
日
夜
半
か
ら
雨
が
降
り

出
し
、18
日
夕
方
か
ら
は「
大

風
雨
（
台
風
）」
に
な
り
寄
宿

舎
や
民
家
な
ど
が
被
害
を
受

け
、
記
録
に
は
20
日
に
「
ビ

ャ
ク
」
と
書
か
れ
、
境
内
下

の
２
軒
が
土
砂
被
害
を
受
け

た
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。
境

内
の
倒
木
も
見
ら
れ
、
寺
に

届
け
出
が
あ
り
責
任
者
が
現

場
を
確
認
し
伐
採
を
許
可
し

た
、
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

雨
は
20
日
、
21
日
も
降
り

続
き
ま
し
た
。
被
災
し
た
民
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家
へ
の
対
応
は
書
か
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、「
22
日
快
晴
」
と

あ
る
の
で
こ
の
日
か
ら
領
民

総
出
で
復
旧
作
業
に
当
た
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　

領
内
の
農
民
は
、
年
に
４

回
、
各
家
か
ら
１
人
ず
つ
人

を
出
し
境
内
や
周
辺
の
道
の

整
備
や
、
台
風
な
ど
の
際
に

は
寺
が
近
隣
村
に
所
有
す
る

山
林
の
被
害
状
況
を
名
主
な

ど
の
村
役
人
を
通
し
て
寺
側

へ
伝
え
ま
し
た
。
寺
の
事
務

日
誌
と
言
え
る
記
録
か
ら
は
、

寺
側
と
農
民
代
表
者
と
の
や

り
と
り
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

☎
73
・
０
０
８
０

「
プ
ロ
で
の
活
躍
を
期
待
」

が
、
長
期
に
わ
た
る
停
電

時
の
対
応
な
ど
改
善
す
べ

き
点
も
あ
り
ま
し
た
。
今

回
の
教
訓
を
踏
ま
え
今
後

の
備
え
を
な
お
一
層
万
全

に
期
し
て
い
く
決
意
で
す
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

開
幕
ま
で
２
６
６
日
と
な

り
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｏ
Ｃ

（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
）
か
ら
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
の
華
、
マ
ラ
ソ

ン
と
金
メ
ダ
ル
が
期
待
さ

れ
る
競
歩
の
会
場
を
札
幌

に
変
更
す
る
と
い
う
大
型

台
風
並
み
の
報
道
が
あ
り

ま
し
た
。
酷
暑
対
策
で
マ

ラ
ソ
ン
競
技
の
ス
タ
ー
ト

時
間
を
早
朝
に
変
更
す
る

な
ど
計
画
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
の
対
応
は
関

係
者
間
で
の
話
し
合
い
に

よ
り
、
出
場
選
手
が
ベ
ス

ト
を
出
せ
る
素
晴
ら
し
い

開
催
と
な
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
台
風
で
は

多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
、

河
川
氾
濫
な
ど
に
よ
る
被

　

台
風
15
号
に

続
き
、
10
月
も

最
強
ク
ラ
ス
の

台
風
19
号
が
襲

来
し
本
市
も
甚

大
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
市
民

の
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
・

県
を
は
じ
め
、

兵
庫
県
宍し

そ
う粟

市
ほ
か
多
く

の
皆
様
か
ら
温
か
い
ご
支

援
を
頂
き
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
台
風
の
影
響
で
、

恒
例
の
飯
高
檀
林
コ
ン
サ

ー
ト
や
市
民
体
育
大
会
開

会
式
が
中
止
と
な
り
ま
し

た
こ
と
は
残
念
で
す
。

　

２
か
月
に
わ
た
る
災
害

対
策
本
部
立
ち
上
げ
の

間
、
避
難
所
の
運
営
、
給

水
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど

の
災
害
物
資
の
提
供
な
ど

市
民
生
活
を
最
優
先
に
考

え
対
応
に
当
た
り
ま
し
た

災
地
の
復
旧
は
道
半
ば
の

中
で
、
国
民
の
祝
意
の
内

に
天
皇
陛
下
の
「
即
位
礼

正
殿
の
儀
」
が
厳
か
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
時
節

柄
、
天
皇
、
皇
后
両
陛
下

の
パ
レ
ー
ド
「
祝
賀
御
列

の
儀
」
は
今
月
10
日
に
延

期
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
に
も
明
る
い
話
題

が
あ
り
ま
す
。
プ
ロ
野
球

ド
ラ
フ
ト
会
議
で
か
ね
て

よ
り
期
待
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
八
日
市
場
第
二
中

学
校
（
匝
瑳
リ
ト
ル
シ
ニ

ア
）
出
身
で
横
浜
高
校
の

及
川
雅
貴
投
手
が
阪
神
タ

イ
ガ
ー
ス
の
指
名
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
ゴ

ル
フ
協
会
の
プ
ロ
テ
ス

ト
に
野
栄
中
学
校
出
身

（
東
北
福
祉
大
卒
）
の
宮

内
孝
輔
選
手
が
見
事
合
格

し
、
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ
の
道

へ
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
郷
土
出
身
の
プ
ロ
選

手
の
大
い
な
る
活
躍
を
期

待
し
、
応
援
し
て
行
き
ま

し
ょ
う
。

No.102

匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

台風15号通過後の飯高寺の様子（９月９日）

台
風
15
号
の
影
響
で

倒
木
し
た
境
内
の
杉
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俳
　

句 

髙
安 

せ
い
子 

推
薦

確
か
な
る
夫
の
手
元
や
南
瓜
割
る 

椎
名　

晴
江

秋
霖
や
着
信
音
の
深
々
と 

大
川　

宜
子

閑
け
し
や
紫
苑
暮
れ
ゆ
く
空
青
し 

光
瀨
甲
江
子

甲
斐
の
国
こ
ろ
が
り
落
ち
て
榠

の
実 

安
藤　

建
子

一
周
忌
の
母
に
ル
ー
ジ
ュ
と
言
ふ
葡
萄 

椿　
　

和
枝

 

川
口 

城
司 

推
薦

風
吹
き
て
と
さ
か
の
欠
け
し
陶
の
鷄 

野
仲　

妙
子

大
停
電
裸
に
月
光
沁
み
て
く
る 

石
田　
　

健

川
　

柳 

勝
又 

康
之 

推
薦

棘
の
無
い
菊
の
優
し
さ
祖
母
の
顔 

江
波
戸
京
子

菊
作
り
生
き
甲
斐
に
し
て
白
寿
翁 

佐
久
間
美
智
子

菊
づ
く
り
丹
精
こ
め
て
努
力
賞 

鵜
澤　

澄
子

手
塩
か
け
や
っ
と
咲
か
せ
た
菊
の
花 

常
世
田
や
す
子

菊
ち
ゃ
ん
と
呼
ば
れ
る
君
は
好
々
爺 

椿　
　

謹
二

我
思
う
愛
し
き
菊
に
語
り
か
け 

安
藤　

幸
雄

七
五
三
孫
が
主
役
の
祝
い
酒　

 
松
野　

敏
昭

台
風
も
宇
宙
の
中
の
一
条
か 
髙
木　

芳
夫

 

川
口 

城
司 

推
薦

通
電
し
溶
け
た
形
で
氷
菓
子 

石
田　
　

津

短
　

歌 

小
泉 

泰
淸 

推
薦

秋
深
み
耳
を
す
ま
せ
ば
こ
お
ろ
ぎ
の

　

澄
み
し
音
色
を
聞
き
い
る
夕
べ 

宇
野
と
し
子

通
電
し
少
し
長
め
の
湯
に
浸
か
る

　

電
話
も
鳴
り
て
嬉
嬉
と
す
妻
は 

大
木　

洋
一

今
秋
は
台
風
一
過
秋
晴
れ
な
く

　

後
を
追
う
風
雨
に
涙
す
被
災
地 
川
手　
　

芳

台
風
の
過
ぎ
た
る
あ
と
に
こ
お
ろ
ぎ
の

　

う
る
さ
い
ほ
ど
に
鳴
き
声
響
く 

伊
藤　

英
子

思
い
出
づ
親
の
教
え
の
あ
り
が
た
し

　

誰
よ
り
長
く
生
き
し
我
な
り 

伊
藤
登
美
枝

停
電
に
月
夜
は
遠
く
静
も
り
て

　

と
ぎ
れ
と
ぎ
れ
に
す
ず
虫
の
鳴
く 

木
下　

昌
子

若
き
マ
マ
お
互
い
様
と
言
い
な
が
ら

　

老
婆
の
ポ
リ
タ
ン
ク
さ
っ
と
持
ち
上
ぐ 

小
川　

一
夫

 

川
口 

城
司 

推
薦

脳
梗
塞
の
わ
れ
の
歩
み
の
た
ど
き
無
く

　

杖
を
頼
り
の
日に

ち

々に
ち

と
な
る 

小
川　

知
至

停
電
の
続
く
夜
ご
と
の
ラ
ン
タ
ン
に

　

燈
火
管
制
の
戦
時
が
浮
か
ぶ 

伊
橋　

良
子

金
次
郎
の
苦
闘
の
跡
や
桜
町

　

今
コ
ン
バ
イ
ン
の
縦
横
に
走
る 

石
田　
　

治

八
十
過
ぎ
て
免
許
返
納
無
事
す
ま
せ

　

テ
レ
ビ
つ
け
れ
ば
大
事
故
の
報 

小
川　

ま
さ

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班　

〒
２
８
９
―
２
１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班　

〒
２
８
９
―
２
１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２

　
　
　
　

☎

　
　
　
　

☎
7373
・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ

・
０
０
８
０　

Ｆ
Ａ
Ｘ
7272
・
１
１
１
４

・
１
１
１
４

力
作
募
集
中

図書館だより

　「文化の日」は1946年11月３日
の日本国憲法公布の日を記念して、
1948年に制定されました。この日
は「自由と平和を愛し、文化をすす
める日」です。ぜひ、図書館にお越
しください。
　図書館には美術全集の他、芸術に
親しみを持てる本もあります。ま
た児童図書では、日本の伝統文化
である歌舞伎も分かりやすく紹介
しています。３日（日）まで、一般
書・雑誌が何冊でも借りられますの
で、この機会にご利用ください。

文化の日は読書を

　大型絵本やパネルシアターなどで、
楽しく過ごしましょう。
日時…12月７日（土）14時から（約45
分間）　場所…八日市場公民館市民
ギャラリー　対象…小学校３年生く
らいまでの児童。幼児は保護者と一
緒にご参加ください。

★八日市場図書館
　毎週土曜日14時から約30分間
★のさか図書館
　第４土曜日10時30分から約30分間 

冬のおはなしを楽しむ会

11月の「おはなし会」

●休館日…５日（火）～７日（木）・毎週月曜日　●祝日開館日…23日（土）17時まで
 問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

図書館ホームページはコチラ
https://www.library.sosa.chiba.jp

本本おすすめのおすすめの

『歌舞伎さんぽ』
 小田豊二／文　タムラフキコ／絵

 柏書房

　歌舞伎の人気演目を分かりやすい
筋書きとイラストで紹介しています。
知ればもっと面白くなる解説と、今
に残る名所旧跡、ゆかりの地を紹介
する散歩ガイドも付いています。

『かぶきがわかるねこづくし絵本1
 仮名手本忠臣蔵』
吉田愛／文・絵　瀧晴巳／解説　講談社

　赤穂浪士のあだ討ちの実話を、室
町時代に置き換えて、壮大な物語が
展開します。日本人が長く愛してき
た物語を、猫たちが演じます。同シ
リーズ『義経千本桜』『菅原伝授手習
鑑』もあわせてどうぞ。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

  広報そうさ 2019.11月号19


